
MDR-HW700DS

デジタルサラウンドヘッドホンシステム

リファレンスガイド

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計され
ています。しかし、電気製品はすべて、まち
がった使いかたをすると、火災や感電などに
より人身事故になることがあり危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りく
ださい。


安全のための注意事項を守る

この「安全のために」の注意事項をよくお読
みください。

定期的に点検する
1年に一度は、ほこりがたまっていないか、故
障したまま使用していないか、などを点検し
てください。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、破損しているのに
気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソ
ニーの修理相談窓口に修理をご依頼くださ
い。

万一、異常が起きたら

変な音・においがしたら、煙が出たら

 電源を切る
 ACアダプターをコンセントから抜く
 お買い上げ店またはソニーの修理相談窓
口に修理を依頼する

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表
示をしています。表示の内容をよく理解
してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・
感電・漏液・発熱・破裂などにより死亡
や大けがなどの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、火災・
感電などにより死亡や大けがなど人身事
故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電
やその他の事故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりすることがあり
ます。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

下記の注意事項を守らないと火災・感電・発熱・
発火により死亡や大けがの原因となります。

付属以外のマイクロUSBケーブルを使わない
ヘッドホンを充電するときは、必ず付属のマイクロUSBケーブルを使用して
ください。
破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけが、周囲の汚損の原因となり
ます。

指定以外のACアダプターを使わない
本機を使用するときは、必ず指定のACアダプターを使用してください。
破裂や過熱などにより、火災やけが、周囲の汚損の原因となります。

推奨以外のUSB ACアダプターを使わない
USB ACアダプターを用いて充電するときは、必ず推奨のAC-UD20 （別売）
を使用してください。

火の中に入れない

分解しない
故障や感電の原因となります。充電式電池の交換、 
内部の点検および修理はソニーの相談窓口またはお
買い上げ店、ソニーサービス窓口にご依頼ください。

火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中など、高温の
場所で使用・保管・放置・充電しない

下記の注意事項を守らないと火災・感電・発熱・
発火によりやけどや大けがの原因となります。

道路交通法に従って安全運転する
運転者は道路交通法に従う義務があります。前方注
意をおこたるなど、安全運転に反する行為は違法であ
り、事故やけがの原因となります。
ˎˎ運転中は本機を使用しない。
ˎˎ運転中以外でも、踏切や駅のホーム、車の通る道、工
事現場など、周囲の音が聞こえないと危険な場所で
はヘッドホンを使わないでください。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。万一、
水や異物が入ったときは、すぐに使用を中止し、ACア
ダプターをコンセントから抜いて、お買い上げ店また
はソニーの修理相談窓口にご相談ください。

この製品を海外で使用しない
ACアダプターは、日本国内専用です。
交流100 Vの電源でお使いください。海外などで、異
なる電源電圧で使用すると、火災・感電の原因となり
ます。

雷が鳴りだしたら、ACアダプターに触れない
感電の原因となります。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の家財に損害
を与えたりすることがあります。

ぬれた手でACアダプターをさわらない
感電の原因となることがあります。

大音量で長時間続けて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞く
と、聴力に悪い影響を与えることがあります。呼びか
けられて返事ができるくらいの音量で聞きましょう。

はじめからボリュームを上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあります。ボリュームは徐々に上
げましょう。
特に、 CDやDMP機器など、雑音の少ないデジタル機器を聞くときにはご注
意ください。

通電中のACアダプターに長時間ふれない
長時間皮膚がふれたままになっていると、低温やけどの原因となることがあ
ります。

本体やACアダプターを布団などでおおった状
態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因となる
ことがあります。

かゆみなど違和感があったら使わない
使用中、肌に合わないと感じたときは使用を中止して医師またはお買い上げ
店、ソニーの修理相談窓口にご相談ください。

長時間使用しないときはACアダプターを抜く
長時間使用しないときは、安全のためACアダプターをコンセントから抜い
てください。

お手入れの際、ACアダプターを抜く
ACアダプターを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因となること
があります。

本機は、国内専用です
海外では国によって電波使用制限があるため、本機を使用した場合、罰せら
れることがあります。

電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや失明を避けるため、 
下記の注意事項を必ずお守りください。

 充電式電池が液漏れしたとき
充電式電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない
液が本体内部に残ることがあるため、ソニーの相談窓口またはソニーの修理相談
窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、すぐに水
道水などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにきれいな
水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相談してください。

 充電式電池について
ˎˎ指定されたACアダプター以外で充電しない。
ˎˎ火の中に入れない。分解、加熱しない。
ˎˎ火のそばや直射日光の当たるところ・炎天下の車中など、高温の場所で使用・保管・
放置しない。
ˎˎ外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。
ˎˎ液漏れした電池は使わない。

本機を廃棄する
機器に内蔵されている充電式電池はリサイクルできます。この充電式
電池の取り外しはお客様自身では行わず、ソニーの相談窓口にご相談く
ださい。

充電式電池の回収・リサイクルおよびリサイクル協力店については
一般社団法人JBRCホームページ
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html
を参照してください。

商標について
 Virtualphones Technologyはソニー株式会社の商標または、登録商標です。
 本機はドルビー＊デジタルデコーダーおよびドルビープロロジック（Ⅱz）、 Dolby 

Digital Plus、 Dolby TrueHDデコーダー、 MPEG-2 AAC （LC）デコーダー、 DTS＊＊
（DTS-ESおよびDTS 96/24）デコーダー、 DTS-HDデコーダー、 DTS Neo:Xデコー
ダーを搭載しています。

 本機は、High-Definition Multimedia Interface（HDMI®）技術を搭載しています。
HDMI、 HDMI ロゴ、及びHigh-Definition Multimedia Interface は、 HDMI 
Licensing LLCの商標もしくは米国およびその他の国における登録商標です。

 “ブラビアリンク”および“BRAVIA Link”ロゴはソニー株式会社の登録商標です。
 “x.v.Color”および“x.v.Color”ロゴは、ソニー株式会社の商標です。
 “PlayStation”は株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメントの登録商標で
す。

＊ ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。 
Dolby、ドルビー、Pro Logic、Surround EX、AACロゴ及びダブルD記号はドルビーラボラトリー
ズの商標です。

＊＊ DTSの特許については、 http://patents.dts.comをご参照ください。DTS Licensing Limitedか
らの実施権に基づき製造されています。DTS、 DTS-HD、シンボル、およびDTSとシンボルの組み
合わせはDTS社の登録商標です。また、 DTS Neo:XはDTS社の商標です。 
©DTS, Inc. All Rights Reserved.

4-471-135-02(1)

©2013  Sony Corporation
Printed in Malaysia

お買い上げいただき、ありがとうございます。
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故に
なることがあります。

このリファレンスガイドには、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い
かたを示しています。リファレンスガイドおよびクイックスタートガイドをよく
お読みのうえ、製品を安全にお使いください。

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

各部の名前と機能
ヘッドホン MDR-HW700

プロセッサー DP-HW700

 HDMI I
イン

N 1/IN 2/IN 3端子
HDMI入力端子です。

 HDMI O
アウト

UT端子
HDMI出力端子です。ARC （オーディオリターンチャンネル）に対応しています。

 T
テレビ

V （O
オプティカル

PT） I
イン

N/O
アウト

UT （T
スルー

HROUGH）端子
光デジタル音声入力／出力端子です。

 L
ライン

INE I
イン

N （L/R）端子
アナログ音声入力（L/R）端子です。

 電源DC I
イン

N 12V端子
付属のACアダプターとつなぎます。

  （電源）ボタン（電源オン／スタンバイ／電源オフ）
押すたびに電源オンとスタンバイが切り換わります。3秒以上押し続けると、電
源が切れます（電源オフ）。

 I
インプット

NPUT/ID S
セット

ETボタン
入力を切り換えます。
約2秒押すとID SET機能が働き、ヘッドホンを増設できます。
ヒント
別売の専用ワイヤレスヘッドホンMDR-HW700＊を増設することで、最大4台まで同時に使用す
ることができます。
＊ 本システムは、独自のデジタル伝送方式を採用しているため、専用ワイヤレスヘッドホン

MDR-HW700以外は使用できません。

 E
エフェクト

FFECT/ボタン
音場モードを切り換えます。
メニュー画面表示時は項目を選びます。

 M
マトリクス

ATRIX/ボタン
マトリクスデコーダー＊を切り換えます。
メニュー画面表示時は項目を選べます。
＊ 音場モードが「CINEMA」または「GAME」の場合に選べます。入力音声信号を最大9.1チャン
ネルに拡張する機能です。詳しくはヘルプガイドをご覧ください。

 C
コンプレッション

OMPRESSION/M
メニュー

ENU/E
エンター

NTERボタン
ダイナミックレンジの広さを切り換えます。
約2秒押し続けるとメニュー画面が表示されます。メニュー画面表示時は選択し
た項目を選べます。

 C
コンプレッション

OMPRESSIONランプ
コンプレッションがオンのときに点灯します。

 M
マトリクス

ATRIXランプ
選ばれているマトリクスデコーダーが点灯（もしくは点滅）します。

 E
エフェクト

FFECTランプ
選ばれている音場モードを表示します

 I
インプット

NPUTランプ
選ばれている入力を表示します。

 2C
チャンネル

H／M
マルチ

ulti C
チャンネル

Hランプ
入力信号のチャンネル構成（ステレオ／マルチ）に応じて点灯します。

 電源ランプ
電源を入れると緑に点灯、スタンバイ状態ではオレンジに点灯、電源が切れると消
灯します。

 C
コントロール

ONTROL F
フォー

OR HDMIスイッチ
つなぐ機器に合わせて切り換えます。
ご注意
プロセッサーの電源が入っている間は、 CONTROL FOR HDMIスイッチの切り換えは反映され
ません。電源オフかスタンバイ状態にしてから切り換えてください。

 W
ワイヤレス

IRELESS B
バンド

ANDスイッチ
使用する周波数帯を切り換えます。AUTOを選ぶと最適な周波数帯を自動的に検
出します（出荷時の設定）。
ご注意
屋外で使用する際は必ず2.4 GHz帯で使用してください。法令により、国内では5 GHz帯を屋
外で使用することは禁止されています。

 A
アッテネーター

T T  （L
ライン

INE I
イン

N）スイッチ
アナログ機器の音声が小さいときに「0dB」にします。

メニューから各種設定や状態表示を行う
テレビにメニュー画面を表示して、各種の設定をしたり、本機の状態を確認したりできます。
ボタンの前の数字は「各部の名前と機能」のボタンの番号です。ボタンの位置については「各部の名前と機能」をご覧ください。

プロセッサーから操作するには

1 テレビの入力切換を、プロセッサーが接続されている入力に切り換える。

2 テレビにメニュー画面が表示されるまで、  COMPRESSION/MENU/ENTERボタンを押し続ける。

3  MATRIX/ボタンと  EFFECT/ボタンで項目を選び、  COMPRESSION/MENU/ENTERボタンを押して決定する。

4  MATRIX/ボタンと  EFFECT/ボタンで設定を選び、  COMPRESSION/MENU/ENTERボタンを押して切り換える。

ヘッドホンから操作するには

1 テレビの入力切換を、プロセッサーが接続されている入力に切り換える。

2 ヘッドホンの電源が入った状態で、テレビにメニュー画面が表示されるまでヘッドホンの  MENU/ENTER スイッチを押す。

3  MENU/ENTER スイッチを上下に動かして項目を選び、押して決定する。

4  MENU/ENTER スイッチを上下に動かして設定を選び、押して切り換える。

 電源ランプ
動作中は緑に点灯します。

  （電源）ボタン
約1秒押すと、電源をオン／オフできます。
ヒント
ヘッドホンを装着する／はずすだけでもオン／オフできます（オートパワーオン機能）。

 充電ランプ
充電中は赤に点灯します。

 マイクロUSB端子
付属のマイクロUSBケーブルを接続して充電します。

 M
メニュー

ENU/E
エンター

NTERスイッチ
押すとテレビにメニュー画面が表示されます。メニュー画面表示中は、上下に動
かして項目を選び、押して決定します。さらに上下に動かして、再度押すことで設
定の切り換えができます。

 I
インプット

NPUT/ I
アイディー

D  S
セット

ETボタン
入力を切り換えます。
約2秒押すとID SET機能＊が働きます。
＊ ヘッドホンを他のプロセッサーで使用するときに使う機能です。

 V
ボリューム

OL （音量）つまみ
音量を調整します。

 E
エフェクト

FFECTボタン
音場モードを切り換えます。

メニュー画面

 （出荷時の設定）

項目 設定内容

Exit メニュー画面を消す

Status: 状態（ステータス画面）の表示

Center Level: センターチャンネルの音量レベル調整＊1

0～ +8 dBの範囲で切り換え可能

LFE Level: サブウーファーチャンネルの音量レベル調整＊1

–6～ +6 dBの範囲で切り換え可能

A/V Sync: 映像が音声より遅れている場合、音声を遅らせて映像と音声のず
れを調整
0～ 300 msecの範囲で調整可能

Dual Mono: 二ヶ国語放送の主音声と副音声の出力方法の選択

TV+HP Audio Out: テレビスピーカーとヘッドホンの同時音声出力の選択＊2

Control for HDMI: HDMI機器制御機能の選択

HDMI Pass Through: HDMIパススルー機能の選択

Front Display Mode: プロセッサーの前面表示方法の選択

Reset 設定のリセット

＊1 音場モード設定がVOICEまたはOFFの場合は表示されません。
＊2 「On」の場合には、テレビの音声出力設定を「テレビスピーカー」にすると、同時に音声が出力され
ます。

ステータス画面

メニュー画面で「Status:」を選択すると、選択時の状態が表示されます。

 メニュー画面、ステータス画面は、何も操作しない状態が約30秒続くと自動的に表
示が消えます。

 メニューやステータスの詳しい内容はヘルプガイドをご覧ください。

項目 内容

Decode: 入力音声信号の音声フォーマット

Audio CH: 入力音声信号のチャンネル構成

Matrix: 選択しているマトリクスデコーダー機能

Input: 選択している入力

Effect: 選択している音場モード

Compression: コンプレッション機能のオン／オフ

Center Level: センターチャンネルの音量レベル

LFE Level: サブウーファーチャンネルの音量レベル

Wireless: 使用している無線周波数

Headphones: ヘッドホンの電池残量（High/Middle/Lowの3段階で表示）

主な特長
9.1ch VPT （Virtualphones Technology）＊1 による臨場感あ
るサラウンド

映画の基本構成である5.1chに、背後の音を表現するサラウンドバックと、高さ方向の
表現を追加するフロントハイの4チャンネルを加え、 9.1chサラウンド音場を再現。
立体感がより高まり、大迫力のコンテンツを臨場感豊かに再生可能。
＊1 VPT （Virtualphones Technology）：映画館のような臨場感あふれるサラウンド音声を、ヘッド
ホンなどで手軽に楽しめるソニー独自のバーチャルサラウンド技術。

多彩なエフェクト（音場モード）

シネマモード：ソニー・ピクチャーズ エンタテインメント（SPE）の協力のもと、その
音質で定評のある映画製作用ダビングシアターの測定データを解析し、ソニー独自の
VPTとの組み合わせによる“理想的な映画館の音場”を再現。

ゲームモード：マルチチャンネルサラウンドのゲームを正確な方向感と共に再生可
能。株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメントのサウンドデザイナー監修
による正確な音場を実現。

ボイスモード：ニュース番組などに適した、人の声を聞き取りやすくする設定。

音声が途切れにくいデュアルバンド無線伝送方式

障害物の影響を受けにくい2.4 GHz帯と、電波干渉の少ない5 GHz帯の両方を使用し
た、デュアルバンド無線伝送方式を採用。他機器からの電波干渉を自動回避し、音を
途切れにくくするリアルタイムチャンネルセレクション機能を搭載。非圧縮デジタ
ル伝送により劣化のない音質を実現。

高音質で楽しめるHD音声フォーマット対応
最大192 kHz、 24 bit、非圧縮という、従来のDVDの約6倍以上の情報量を持つ高品位
なソースにも対応。プロセッサーにHDMI入力を3系統装備し、ブルーレイディスク
レコーダー／プレーヤー、ゲーム機、衛星放送チューナー、ケーブルテレビチューナー
等、最大3つの機器と接続し、さまざまなコンテンツに対応。

HDMI接続対応
HDMI対応機器とHDMIケーブルで接続可能。光デジタル音声ケーブルを接続するこ
となく、テレビ音声が楽しめるオーディオリターンチャンネル（ARC）にも対応＊2。
また、あらかじめ接続されたHDMI機器の認証を済ませておく「FAST VIEW」（ファス
トビュー機能）を採用。入力切り換え時の待ち時間を短縮し、素早く各機器のコンテ
ンツ視聴が可能。また、これまでの3D映像信号に加えて、 4K映像にも対応。映像機
器からの4K信号をパススルーし、 4K対応のテレビやプロジェクターなどへそのまま
信号を出力可能。
＊2 ARC対応テレビとの接続が必要。



主な仕様
プロセッサー DP-HW700

デコーダー機能
Dolby TrueHD
Dolby Digital Plus
Dolby Digital
Dolby Pro LogicⅡz＊

DTS-HD Master Audio
DTS-HD High Resolution Audio
DTS Express
DTS Digital Surround
DTS-ES
DTS 96/24
DTS
DTS Neo:X＊

MPEG-2 AAC
リニアPCM 2ch/5.1ch/7.1ch
＊ 本製品のDolby Pro LogicⅡz機能および

DTS Neo:X機能は、ヘッドホンからのバー
チャル再生にのみ対応しています。

バーチャルサラウンド機能
OFF
CINEMA
GAME
VOICE (STEREO)

コンプレッション機能
OFF
ON

変調方式
DSSS

搬送波周波数
2.4 GHz帯：2412 MHz/2438 MHz/2464 MHz
5.2 GHz帯：5180 MHz/5200 MHz/5240 MHz

到達距離
最大約30 ｍ＊

＊ 2.4 GHz帯使用時の目安です。本機の設定や
周囲の電波環境により通信距離が変わる場
合があります。

伝送周波数帯域
12 Hz～ 24,000 Hz（デジタル入力時、サンプ
リング周波数48 kHz時）

ひずみ率
1 %以下（1 kHz）

入力端子
HDMI 3系統
光（角型） 1系統
ステレオピンジャック1系統

出力端子
HDMI 1系統
光（角型） 1系統

電源
DC 12 V（付属のACアダプターを使用）

最大外形寸法
約220 mm × 32 mm × 157 mm
（幅／高さ／奥行き）

質量
約410 g

使用上のご注意
HDMI機器の接続に関するご注意
ˎˎ High Speed HDMIケーブルをご利用ください。Standard HDMIケーブルの場合、
1080p、 Deep Color、 3Dや4Kの映像が正しく表示できない場合があります。
ˎˎ HDMI認証を受けたHDMIケーブルをご使用ください。 
ケーブルタイプロゴの明記されたソニー製のHigh Speed HDMIケーブルをご使用
ください。
ˎˎ HDMIケーブルでつないだ機器の映像がきれいに映らなかったり、音が出ないとき
は、接続機器側の設定を確認してください。
ˎˎ HDMI端子からの音声信号（サンプリング周波数、ビット長など）は、接続機器により
制限されることがあります。
ˎˎ接続機器からの音声出力信号のチャンネル数やサンプリング周波数が切り換えら
れた場合、音声が途切れることがあります。
ˎˎ接続機器が著作権保護技術（HDCP）に対応していないために、本機のHDMI OUT端
子の映像や音声が乱れたり再生できないことがあります。このような場合は、接続
機器の仕様を確認してください。
ˎˎ HDMI-DVI変換ケーブルの使用はおすすめしません。
ˎˎ本機の入力をHDMI以外に切り換えても、 HDMI IN端子につないだ機器の映像が
HDMI OUT端子から出力されます。
ˎˎ本機はDeep Color、“x.v.Color”、 3Dおよび4K伝送に対応しています。
ˎˎ 3D映像を楽しむには、 3D表示に対応したテレビおよび映像機器（ブルーレイディ
スクプレーヤー、 PlayStation3など）と本機をHDMIケーブルでつなぎ、3Dメガ
ネを装着したうえで、 3D対応のブルーレイディスクなどを再生してください。
ˎˎ 4K映像を楽しむには、本機に接続しているテレビやプレーヤー機器も4K映像に対
応している必要があります。

警告音・動作音について

ヘッドホンの状態に応じて、以下のような警告音・動作音が鳴ります。
ˎ「ˎピッピッピッ…」と短い音が鳴りつづける。 
ヘッドホンがプロセッサーからの電波を受信できていません。
ēē電波の届く範囲に移動してください。
ēēプロセッサーの電源を入れてください。
ēēプロセッサーとACアダプター、電源コンセントの接続を確認してください。
ēē WIRELESS BANDスイッチを「AUTO」に切り換えてください。
ēēプロセッサーとヘッドホンの周辺に2.4 GHz帯および5 GHz帯の周波数を使用す
る無線や電子レンジなどの機器がないか確認してください。
ēēプロセッサーの位置を変えてください。

ˎ「ˎピー」と長い音（約2秒）が1回鳴り、電源がオフする。 
ヘッドホンの充電池が消耗すると「ピー」という警告音（約2秒）が鳴り、電源が切れ
ます。充電の無い状態でも電源は入りますが、すぐに電源が切れます。ヘッドホン
を充電してください。
ˎ「ˎピピ」と短い音が1回鳴り、電源がオンする。 
ヘッドホンに電源が入ったお知らせです。異常ではありません。
ˎ「ˎピピピ」と短い音が1回鳴り、電源がオフする。 
ヘッドホンの電源が切れたお知らせです。異常ではありません。

そのほかの警告音についてはヘルプガイドをご覧ください。

その他のご注意

取り扱いについて
ˎˎプロセッサー、ヘッドホンを落としたりぶつけたりなど強いショックを与えないで
ください。故障の原因となります。
ˎˎプロセッサー、ヘッドホンを分解したり、開けたりしないでください。

設置について
ˎˎ次のような場所には置かないでください。
ēē直射日光があたる場所や暖房器具の近くなど温度が非常に高い所。
ēēほこりの多い所。
ēēぐらついた台の上や傾いた所。
ēē振動の多い所。
ēē風呂場など、湿気の多い所。

付属のACアダプターについて
ˎˎ必ず付属のACアダプター （極性統一形プラグ・JEITA規格）をお使いください。プ
ラグの極性など異なる製品を使うと、故障の原因になります。

極性統一形プラグ

ˎˎ電圧やプラグ極性が同じACアダプターでも、電流容量その他の要因で故障の原因
になります。必ず付属のACアダプターをご使用ください。
ˎˎ ACアダプターは容易に手が届くような電源コンセントに接続し、異常が生じた場
合は速やかにコンセントから抜いてください。通常、本機の電源を切っただけでは、
完全に電源から切り離せません。
ˎˎ ACアダプターをご使用時は、以下の点にご注意ください。
ēē ACアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないで
ください。
ēē火災や感電の危険をさけるために、 ACアダプターを水のかかる場所や湿気のあ
る場所では使用しないでください。また、 ACアダプターの上に花瓶などの水の
入ったものを置かないでください。

ˎˎ長い間使わないときは、 ACアダプターをコンセントから抜いてください。コンセ
ントから抜くときは、コードを引っぱらずに必ずACアダプター本体をつかんで抜
いてください。

ヘッドホンについて
まわりの人のことを考えて
ヘッドホンは、音量を上げすぎると音が外にもれます。音量を上げすぎて、まわりの
人の迷惑にならないように気をつけましょう。
雑音の多いところでは音量を上げてしまいがちですが、ヘッドホンで聞くときはいつ
も、呼びかけられて返事ができるくらいの音量を目安にしてください。

ヘッドホンに内蔵の充電式電池について
ˎˎ充電は5 ℃～ 35 ℃の環境で行ってください。この範囲を超えると充電ランプが点
滅し、充電できないことがあります。
ˎˎ 1年以上の長期にわたって保存する場合は、過放電防止のため、年1回程度の充電を
行ってください。
ˎˎ電池の持続時間が極端に短くなった場合は、充電式電池の交換時期です。交換につ
いては、お近くのソニーの修理相談窓口にご相談ください。

イヤーパッドの交換について
イヤーパッドが汚れたり破損した場合は、ソニーの相談窓口、またはお買い上げ店に
ご相談ください。お客様ご自身で交換することはできません。

機器認定について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線設備として、認証を受けて
います。従って、本機を使用するときに無線局の免許は必要ありません。ただし、以
下の事項を行うと法律に罰せられることがあります。
ˎˎ本機を分解／改造すること
ˎˎ本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと

周波数について
本機は2.4 GHz帯および5 GHz帯の無線周波数帯を使用していますが、他の無線機器
も同じ周波数を使っていることがあります。他の無線機器との電波干渉を防止する
ため、下記事項に注意してご使用ください。

本機の使用上の注意事項
ˎˎ 2.4 GHz帯の場合 
本機の使用周波数帯は2.4 GHz帯を含んでいます。この周波数帯では電子レン
ジ等の産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で
使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定の小電
力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。
1. 本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認し
てください。

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかに
本機の使用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）し
てください。

3. 不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソニーの相談窓口までお問い
合わせください。

ˎˎ 5 GHz帯の場合 
本機を屋外で使用する場合は、設定を2.4 GHz帯に変更してください。法令に
より5 GHz帯無線機器を屋外で使用することは禁止されています。

この無線機器は2.4 GHz帯および5 GHz帯を使用します。
変調方式としてDS-SS変調方式を採用し、与干渉距離は
40 mです。

2 . 4 D S 4

お手入れのしかた
機器の外装の汚れは、柔らかい布でから拭きしてください。汚れがひどいときは、う
すい中性洗剤溶液でしめらせた布で拭いてください。シンナー、ベンジン、アルコー
ルなどは表面の仕上げをいためるので使わないでください。

異常や不具合が起きたら
 万一異常や不具合が起きたり、異物が中に入ったときは、すぐに電源を切り、お買い
上げ店またはソニーの修理相談窓口にご相談ください。

 お買い上げ店またはソニーの修理相談窓口にお持ちになる際は、必ずヘッドホン、
プロセッサー、ACアダプター、マイクロUSBケーブルを一緒にお持ちください。

ソニーの相談窓口のご案内
本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談につい 
ては、下記のお問い合わせ先をご利用ください。

ホームページで調べるには
 パソコン、スマートフォンから 

http://www.sony.jp/support/headphone/
 二次元コード

スマートフォンの二次元コード読み取りアプリで
ご利用ください。

製品に関する最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内
しています。

電話・FAX でのお問い合わせは
 ソニーの相談窓口へ（下記電話・FAX番号）

ˎˎ お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。
セット本体に関するご質問時：
－ 型名：MDR-HW700DS
－ 製造（シリアル）番号：プロセッサー底面のラベルに記載
－ ご相談内容：できるだけ詳しく
－ お買い上げ年月日

接続に関するご質問時
質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく場 
合があります。事前にわかる範囲でご確認いただき、お知らせください。

製品のご登録についてのお問い合わせ
ソニーマーケティング（株） My Sony Club お客様窓口
電話：フリーダイヤル　0120-735-106
携帯電話・PHS・一部のIP電話：050-3754-9639
受付時間：月～金 9:00～18:00、土日祝 9:00～17:00

二次元コード読み取り機能でご利用ください。

製品登録のおすすめ
ソニーは製品をご購入いただいたお客様のサポートの充実を図るため、
製品登録をおすすめしております。
詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。
http://msc.sony.jp/hp-regi/

保証書とアフターサービス
保証書
ˎˎこの製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際にお受け取りくださ
い。
ˎˎ所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してください。
ˎˎ保証期間は、お買い上げ日より1 年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書とヘルプガイドをもう一度ご覧になってお調べください。
それでも具合の悪いときは
お買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談ください。
保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書をご覧くだ
さい。
保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。
部品の保有期間について
当社ではデジタルサラウンドヘッドホンシステムの補修用性能部品（製品の機能を維
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6 年間保有しています。ただし、故障の
状況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合がありますのでご了承く
ださい。

HDMI部
映像入力／出力（HDMI リピーターブロック）

フォーマット 2D

3D

フレーム
パッキング
方式

サイドバイ
サイド方式
（ハーフ方式）

オーバー
アンダー方式
（トップアンド
ボトム方式）

4096 × 2160p @ 23.98/24 Hz ○ – – –

3840 × 2160p @ 29.97/30 Hz ○ – – –

3840 × 2160p @ 25 Hz ○ – – –

3840 × 2160p @ 23.98/24 Hz ○ – – –

1920 × 1080p @ 59.94/60 Hz ○ – ○ ○

1920 × 1080p @ 50 Hz ○ – ○ ○

1920 × 1080p @ 29.97/30 Hz ○ ○ ○ ○

1920 × 1080p @ 25 Hz ○ ○ ○ ○

1920 × 1080p @ 23.98/24 Hz ○ ○ ○ ○

1920 × 1080i @ 59.94/60 Hz ○ ○ ○ ○

1920 × 1080i @ 50 Hz ○ ○ ○ ○

1280 × 720p @ 59.94/60 Hz ○ ○ ○ ○

1280 × 720p @ 50 Hz ○ ○ ○ ○

1280 × 720p @ 29.97/30 Hz ○ ○ ○ ○

1280 × 720p @ 23.98/24 Hz ○ ○ ○ ○

720 × 480p @ 59.94/60 Hz ○ – – –

720 × 576p @ 50 Hz ○ – – –

640 × 480p @ 59.94/60 Hz ○ – – –

ヘッドホン MDR-HW700

再生周波数帯域
5 Hz～ 25,000 Hz

電源
内蔵充電式リチウムイオン電池

質量
約320 g

同梱品
プロセッサー （1）
ヘッドホン（1）
ACアダプター （プロセッサー用、 DC 12 V）（1）
光デジタル音声ケーブル（光角型プラグ ⇔ 光角型プラグ、 1.5 m）（1）
マイクロUSBケーブル（1.5 m）（1）
クイックスタートガイド（1）
リファレンスガイド（本書）（1）
保証書（1）
その他印刷物一式

推奨アクセサリー（別売）

HDMIケーブル
DLC-HJ7 （0.7 m）、 DLC-HJ10 （1.0 m）、 DLC-HJ15 （1.5 m）、 DLC-HJ20 （2.0 m）、 
DLC-HJ30 （3.0 m）

USB ACアダプター
AC-UD20

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご了承ください。

ブラビアリンクガイドページ
ブラビアリンクの接続や対応機器などに関する情報は、下記ホーム
ページで確認できます。
http://www.sony.jp/bravialink/

故障かな？と思ったら
修理にお出しになる前に、もう一度点検してください。クイックスタートガイド（別
冊）やヘルプガイドもあわせてご覧ください。それでも正常に動作しないときは、お
買い上げ店または、ソニーの相談窓口にお問い合わせください。
また、下記のホームページでも、機器との接続方法や音声出力の設定などについての
詳しい情報を動画などでご紹介しています。
http://www.sony.jp/headphone/products/MDR-HW700DS/

音が出ない
 プロセッサーとAV機器の接続を確認する。
 デジタル機器の光デジタル出力端子とプロセッサーのTV （OPT） OUT 
（THROUGH）端子をつないでいる。プロセッサーのTV （OPT） IN端子につなぎ直
す。

 プロセッサーにつないだAV機器の電源を入れ、再生を始める。
 プロセッサーの電源を入れる。
 INPUT/ID SETボタンで、音声を聞きたい機器を正しく選んでいるか確認する。
 プロセッサーのLINE IN （L/R）端子にAV機器のヘッドホン端子をつないだときは、
つないだ機器の音量を上げる。

 ヘッドホンの電源を入れ直す。
 ヘッドホンの音量を上げる。
 ヘッドホンの充電式電池が消耗しているので充電する。 
充電してもヘッドホンの電源ランプが点灯しない場合は、お近くのソニーの修理相
談窓口にご相談ください。

 増設したヘッドホンにプロセッサーのIDが設定されていない。ヘッドホンにプロ
セッサーのIDを登録する。 
IDを登録する方法は、ヘルプガイドまたは増設するヘッドホンの取扱説明書をご覧
ください。

 プロセッサーにつないでいる機器の出力信号のサンプリング周波数を32 kHz/44.1 
kHz/48 kHz/88.2 kHz/96 kHzに設定する。

音が出ない（HDMI端子に機器をつないでいる場合）
 HDMI認証を受けたHDMIケーブルをご使用ください。 
ケーブルタイプロゴの明記されたソニー製のHigh Speed HDMIケーブルをご使
用ください。

 著作権保護技術（HDCP）により保護され、デジタル出力が禁止されているコンテン
ツ（SACDやDVDオーディオディスクなど）を再生している。 
本機をアナログ音声ケーブルで接続するか、テレビやAVアンプでお聞きください。

 本機に直接音声信号が入力されていない。 
本機のHDMI入力を経由した接続にするか、 HDMIではなくOPT/LINE IN入力にて
本機と接続してください。

 CONTROL FOR HDMIスイッチが「MODE1」のときに、テレビの音声出力設定を
「テレビスピーカー」に設定している。 
本機から音を出すには、テレビの音声出力設定を「テレビスピーカー」以外に切り換
えてください。

 ヘッドホンまたはプロセッサーの電源を入れ直してください。

音も映像も出ない
 HDMI認証を受けたHDMIケーブルをご使用ください。 
ケーブルタイプロゴの明記されたソニー製のHigh Speed HDMIケーブルをご使
用ください。

 テレビからAVアンプ音声に切り換えるときや、テレビで音声出力時にヘッドホン
をかけたときに、少しの間、黒画、無音になる場合がありますが故障ではありませ
ん。

 プロセッサーの電源が切れていないか確認する。 
本機の電源が切れていると、パススルー機能が動作せず、接続機器の出力映像・音
声がテレビ側に入力されません。本機の電源を入れるかスタンバイにしてくださ
い。

本機でテレビの音声が聞こえない
 クイックスタートガイドのタイプAの方法でつないでいる場合

ˋˋテレビがARC対応の場合は、プロセッサーを一度スタンバイ状態にしてから
CONTROL FOR HDMIスイッチを「MODE1」に切り換え、 INPUT/ID SETボタン
で「TV」を選んでください。次にテレビのHDMI機器制御およびARC設定をオン
（入）にしてください。
ˋˋテレビがARCに対応していない場合は、プロセッサーとテレビをつないでいる光
デジタル音声ケーブル、またはアナログ音声ケーブルの接続を確認してくださ
い。また、テレビの音声出力設定を確認してください。光デジタル音声ケーブル
でつないでいる場合は、設定を変えるとより快適に使えます。

 クイックスタートガイドのタイプBの方法でつないでいる場合
ˋˋプロセッサーとテレビをつないでいる光デジタル音声ケーブル、またはアナログ
音声ケーブルの接続を確認してください。また、テレビの音声出力設定を確認し
てください。

プロセッサーのHDMI OUT端子につないだテレビまたはAVアンプから音
が出ない
 ヘッドホンから音が出ているときはHDMI OUT端子から音声信号が出力されませ
ん。テレビまたはAVアンプから音を出したい場合は、本機をスタンバイ状態にし
てください。

 テレビの音声出力設定を「テレビスピーカー」に切り換えてください。

AVアンプにつないだ機器の音声が本機で聞こえない
 クイックスタートガイドのタイプBの方法でつないでいる場合、 AVアンプにつない
だ機器の音声はAVアンプまたはテレビでのみ聞くことができます。本機で聞くに
は、光デジタル音声ケーブル、またはアナログ音声ケーブルで機器と本機をつない
でください。

CONTROL FOR HDMIスイッチは「MODE1」だが、テレビからヘッドホン
の音量調整ができない
 本機はテレビのリモコンからの音量調整には対応しておりません。ヘッドホンの
右側にあるVOLつまみで音量を調整してください。

HDMI機器制御（“ブラビアリンク”）が使えない
 AVアンプを併用していないときは、プロセッサーを一度スタンバイ状態にしてか
らCONTROL FOR HDMIスイッチを「MODE1」にする。プロセッサーのメニュー
画面で「Control for HDMI」が「Off」に設定されている場合はHDMI機器制御が動作
しません。また「MODE2」の場合はHDMI機器制御が一部制限されます。

テレビの電源を入れても、本機の電源が入らない
 CONTROL FOR HDMIスイッチが「MODE1」になっていない。
 テレビの音声出力設定を確認してください。本機の電源はテレビの音声出力設定
に連動します。前回テレビの電源を切ったときに、テレビのスピーカーから音声が
出ていた場合、テレビの電源を入れただけでは本機の電源は入りません。

電源オフ連動機能が働かない
 テレビの電源を切ると接続機器の電源が自動的に切れるように、テレビの設定を変
更する。詳しくは、お使いのテレビに付属の取扱説明書をご覧ください。

テレビの電源を切ると、本機の電源が切れる
 プロセッサーのメニュー画面で「Control for HDMI」が「On」の場合は、電源オフ連
動機能が働きます。テレビの電源を切ると本機の電源ランプの色が緑からオレン
ジ色に変わり、スタンバイ状態になります。

 CONTROL FOR HDMIスイッチが「MODE1」で、かつ「PASS THROUGH AUTO」が
「AUTO」に設定されているときは、テレビの電源を切ってしばらくすると（約20秒
後）、 HDMIパススルー機能がオフになります。詳しくはヘルプガイドをご覧くだ
さい。

HDMI機器制御がうまく働かない
 HDMI接続を確認する。
 テレビのHDMI機器制御の設定を行う。詳しくは、お使いのテレビに付属の取扱説
明書をご覧ください。

 接続機器が“ブラビアリンク”に対応していることを確認する。
 接続機器のHDMI機器制御設定を確認する。詳しくは、お使いの機器に付属の取扱
説明書をご覧ください。

 プロセッサーのメニュー画面で「Control for HDMI」が「On」になっていること確
認する。 
本機にAVアンプを接続する場合は、プロセッサーを一度スタンバイ状態にしてか
らCONTROL FOR HDMIスイッチを「MODE2」にしてお使いください。HDMI機
器制御では、 AVアンプとして動作する機器は1台しか接続できません。

 HDMI機器制御の設定が変更されていない。 
プロセッサーの電源が入っている間は、 CONTROL FOR HDMIスイッチの切り換
えは反映されません。CONTROL FOR HDMIスイッチを切り換える場合は、本機
の電源をスタンバイにしてから切り換えてください。

音がひずむ、とぎれとぎれになる（同時にノイズが出る場合もある）
 ヘッドホンの充電式電池が消耗しているので充電する。 
充電してもヘッドホンの電源ランプが点灯しない場合は、お近くのソニーの修理相
談窓口にご相談ください。

 プロセッサーとヘッドホンの周辺に2.4 GHz帯および5 GHz帯の周波数を使用す
る無線や電子レンジなどの機器がないか確認する。

 プロセッサーの位置を変える。
 INPUT/ID SETボタンで「ANALOG」を選択したときに症状が出る場合は、プロセッ
サーのATT （LINE IN）スイッチを「–8 dB」に切り換える。

 プロセッサーのLINE IN （L/R）端子にAV機器のヘッドホン端子をつないだときは、
つないだ機器の音量を下げる。

 WIRELESS BANDスイッチを切り換えてみる。 
WIRELESS BANDスイッチで、使用する周波数帯を「AUTO」に設定してお使いのと
きは、自動的にチャンネルが切り換わったときに音が途切れることがありますが、
故障ではありません。

 プロセッサーにつないでいる機器の出力信号のサンプリング周波数を32 kHz/ 
44.1 kHz/48 kHz/88.2 kHz/96 kHzに設定する。

音が小さい
 INPUT/ID SETボタンで「ANALOG」を選択したときに症状が出る場合は、プロセッ
サーのATT （LINE IN）スイッチを「0 dB」に切り換える。

 プロセッサーのLINE IN （L/R）端子にAV機器のヘッドホン端子をつないだときは、
つないだ機器の音量を上げる。

 ヘッドホンの音量を上げる。

サラウンド効果が得られない
 音場モードを「CINEMA」または「GAME」に切り換える。
 再生中の音声がマルチチャンネルの信号になっていない。 
テレビやHDMI機器の音声出力設定によっては、マルチチャンネル出力を2ch信号
などにダウンミックスする設定になっている場合があります。その場合は、マルチ
チャンネル音声を出力するように機器の設定を変更してください。

 プロセッサーのメニュー画面で「TV+HP Audio Out」を「Off」にする。 
「On」の場合、接続機器からの音声出力はテレビの性能に影響されます。テレビが
ステレオスピーカーの場合、マルチチャンネルのソフトを再生しても、接続機器か
らの音声出力はテレビと同じステレオ（2チャンネル）になります。

MATRIXランプが点灯しない、または点滅する
 音場モードを「CINEMA」または「GAME」に切り換える。
 入力されている音声フォーマットの種類によっては、マトリクスデコーダーが動作
しないことがあります。動作しない場合は、 MATRIXランプが点滅します。

充電できない、充電ランプが点滅する
 ヘッドホンとマイクロUSBケーブル、パソコンの接続を確認する。
 本機に付属のマイクロUSBケーブルを使用する。
 充電式電池に劣化などの異常がある。 
お買い上げ店またはお近くのソニーの修理相談窓口にご相談ください。

 5℃～ 35℃の環境で充電する。

本機のTV （OPT） OUT （THROUGH）端子から信号が出力されない
 プロセッサーに電源をつなぐ。
 TV （OPT） IN端子につながれた光デジタル機器を再生する。

ヘッドホンから警告音が鳴る
 「使用上のご注意」の「警告音・動作音について」をご覧になり、ヘッドホンの状態を
ご確認ください。

プロセッサーのIDをヘッドホンに登録できない
 プロセッサーとヘッドホンをできるだけ近づける。
 プロセッサーの位置を変える。
 プロセッサーとヘッドホンの周辺に2.4GHz帯および5 GHz帯の周波数を使用する
無線や電子レンジなどの機器がないか確認する。

 プロセッサーを2台お持ちの場合は、 ID登録をしないほうのプロセッサーの 
（電源）ボタンを3秒間以上押して電源を切ってください。
 IDを登録する方法は、ヘルプガイドまたは増設するヘッドホンの取扱説明書をご覧
ください。

テレビとヘッドホンの両方から音声が出ない
 テレビの音声出力設定を「テレビスピーカー」に切り換える。次にプロセッサーの
メニュー画面で「TV+HP Audio Out」を選び、「On」に設定する。

メニュー画面がテレビに表示されない
 テレビの入力切換を、プロセッサーが接続されている入力に切り換える。 
地上波放送など、プロセッサーが接続されている入力以外ではメニュー画面は表示
されません。

 テレビとプロセッサーが正しくつながっているか確認する。
 テレビによっては、テレビ画面にメニューが表示されるまでに時間がかかることが
あります。


